
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

ア
ス
ベ
ス
ト
は
天
然
に
で
き
た

６
種
類
の
繊
維
状
の
鉱
物
で
、
幅

３
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
、
長

さ
と
幅
の
比
率
が
３
以
上
の
細
長

い
も
の
を
指
し
ま
す
。

建
設
現
場
な
ど
で
吸
い
込
ん
だ

ア
ス
ベ
ス
ト
が
肺
に
蓄
積
さ
れ
る

こ
と
で
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ア
ス

ベ
ス
ト
の
大
部
分
は
輸
入
品
で
す
。

そ
し
て
輸
入
品
の
７
０
％
か
ら
９

０
％
が
建
築
材
料
と
し
て
使
用
さ

れ
、
１
９
７
０
年
代
半
ば
と
１
９

９
０
年
前
後
に
２
度
の
輸
入
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
ま
し
た
。

欧
米
で
は
早
く
か
ら
禁
止

欧
米
で
は
１
９
７
０
年
代
に
す

で
に
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

１
９
８
０
年
よ
り
９

０
年
代
に
か
け
て
多

く
の
国
で
使
用
と
製

造
の
全
面
禁
止
へ
と

進
み
ま
し
た
。
し
か

し
日
本
で
は
１
９
７

５
年
に
「
吹
付
ア
ス

ベ
ス
ト
」
が
禁
止
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の

後
１
９
９
５
年
、
２

０
０
４
年
と
段
階
的

に
禁
止
を
へ
て
、
２

０
０
６
年
に
よ
う
や

く
す
べ
て
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
使
用
と
製
造
が
禁
止
と
な
り
、
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
。

被
害
者
が
増
え
る
可
能
性
も

ア
ス
ベ
ス
ト
は
安
価
で
耐
熱
性
、
耐
火

性
、
な
ど
に
優
れ
て
い
た
た
め
１
９
７
５

年
ご
ろ
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
の

ビ
ル
で
耐
火
被
覆
材
と
し
て
鉄
骨
に
吹
き

付
け
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
家
屋
で

も
同
様
の
理
由
か
ら
壁
や
屋
根
、
床
材
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
そ
れ
ら
の
建
物
の
解
体
や
改
修
時

期
に
入
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

日
本
で
最
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害

に
遭
遇
す
る
の
は
建
材
を
使
用
す
る
建
設

労
働
者
で
、
全
国
で
５
０
０
万
人
と
言
わ

れ
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
付
着
し
た
作
業
着
や
防

塵
（
じ
ん
）
マ
ス
ク
を
家
に
持
ち
帰
る
こ

と
で
そ
の
家
族
に
も
健
康
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
家
族
曝
露
（
か
ぞ
く
ば
く
ろ
）

（
曝
露
ば
く
ろ
と
は
ア
ス
ベ
ス
ト
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
状
態
）
と
い
い
ま
す
。
ま
た

１
９
９
５

年
の
阪
神

淡
路
大
震

災
や
２
０

１
１
年
の

東
日
本
大

震
災
で
ア

ス
ベ
ス
ト

を
使
用
し

て
い
た
建

物
が
多
数

倒
壊
し
て

ア
ス
ベ
ス

ト
が
飛
散

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
曝
露
し
た
人
が

今
後
発
症
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

労
災
が
認
め
ら
れ
る
病
気

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
で
労
災
に
該
当

す
る
の
は
①
肺
が
ん
②
中
皮
腫
③
び
ま
ん

性
胸
膜
肥
厚
④
良
性
胸
水
⑤
石
綿
肺
の
五

つ
で
す
。

診
断
で
重
要
な
の
は
職
歴
で
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
は
潜
伏
期
間

が
長
く
２
０
年
〜
３

０
年
前
の
曝
露
が
問

わ
れ
ま
す
。

中
皮
腫
は
建
設
労

働
者
だ
け
で
な
く
一

般
の
方
が
日
常
生
活

の
中
で
低
濃
度
の
曝

露
（
環
境
曝
露
）
を

し
て
も
発
症
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
生
活

の
中
で
周
囲
に
ア
ス

ベ
ス
ト
製
品
製
造
工

場
や
造
船
所
、
鉄
道

車
両
修
理
工
場
、
自

衛
隊
基
地
な
ど
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す

る
現
場
が
身
近
に
な
か
っ
た
か
調
べ
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

解
体
時
の
曝
露
に
注
意

現
在
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
製
品
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
今
後
は

解
体
時
の
曝
露
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

２
０
０
５
年
に
石
綿
障
害
予
防
規
則
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
建
物
解

体
の
際
の
事
前
調
査
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
の
方
法
が
規
定
さ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

一
般
的
な
生
活
環
境
へ
の
飛
散
防
止
策
が

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場

で
の
具

体
的
な

対
応
が

重
要
で

す
。
ご

意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
鈴
木
け
ん
い
ち
）

日本共産党足立区議会議員

鈴木けんいち
２０１７年１０月１日 №、８６０

区議会控室・電話３８８０－５７７０(直通)

鈴木事務所・電話３８４０－７４４１(ファクスも)

自 宅・電 話５８８８－３５２２(ファクスも)

ホームページ：http://www5.famille.ne.jp/~ken-suzu/

「お元気ですか鈴木けんいちです」

ニュースは、解散・総選挙期間中

は発行を休みます。

中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会によると、

石綿を含む吹き付け材が使われた公営住宅は少なくと

も３２都道府県２万２０００戸に上ります。

環境省は８月２２日、発がん性のあるアスベスト

（石綿）をめぐる健康相談の対象を大幅に拡大する方

針を出しました。

日本共産党はアスベスト関連工場の労働者や住民の健

康被害の救済とともに、アスベスト工事に従事した

「一人親方」を含む建設労働者の健康被害の実態把握

や、補償制度創設などを強く要求してきました。

鈴木けんいちの

生活相談・法律相談
お気軽にお電話ください。相談は無料で
す。法律相談は弁護士をご紹介いたします。
●日本共産党足立区議団（区役所内）
０３（３８８０）５７７０
●鈴木けんいち事務所
３８４０ー７４４１弘道事務所（西友前）
６３１９－９９８７一ツ家（青信並び）
★ケイタイ電話にもどうぞ

０９０－４４１３－６２２３鈴木まで

●
中
皮
腫

胸
膜
や
腹
膜
に
で
き
る
悪

性
腫
瘍
の
こ
と
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で

発
症
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

●
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚

広
範
囲
に
臓

側
胸
膜
と
壁
側
胸
膜
の
癒
着
が
起
き
て
い

る
状
態
。

●
良
性
胸
水

臓
側
胸
膜
と
壁
側
胸
膜

の
間
に
液
体
が
た
ま
る
こ
と
。

●
石
綿
肺

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
肺

が
線
維
化
し
て
起
こ
る
間
質
性
肺
炎
（
肺

胞
の
壁
や
周
辺
に
炎
症
が
起
こ
っ
て
発
症

す
る
肺
炎
）
。



２０１７年１０月１日(日) お元気ですか鈴木けんいちです （発行会派＝日本共産党足立区議団 発行責任者＝鈴木けんいち） №８６０

足立区江北
東京女子医大病院誘致が前進

区民の強い願いである大学病院の誘致―東京女

子医大東医療センターの足立区江北への移転は、現

在都営住宅用地となっている都有地を足立区が取得

できるかが焦点となっていましたが、９月15日東京

都から「利用照会」（この土地使いたいですかの問

い合わせ）があり、「大学病院用地として使いたい

です」と足立区が返事しました。

これによって具体的に土地を取得できることにな

り、病院誘致が実現する大きな一歩となりました。

良かったですね！喜びをもって報告します。

鈴木けんいち

７５歳以上が加入する後期高齢者医療保険は、

２年ごとに保険料が改定されます。

東京都後期高齢者医療広域連合は８月末に、

連合議員に議案説明会を開催。その中で次期保

険料は何らの抑制策を取らず政令通りとした場

合は1万3692円上がって10万9184となること。

東京都広域連合が実施している保険料値上げ

抑制策を実施した場合でも、7554円の値上げで

10万3046円となることが示されました。

負担増を許さない運動を
まだ変動要因があり確定したものではありま

せんが、黙っていたら上がるのは必至です。

負担増を許さない運動をおこし、値上げストッ

プ、引き下げこそと訴えて高齢者の医療と生活

を守るため力を合わせましょう。

【

基
準
月
額
】
現
在
６
１
８
０
円

↓
６
２
５
０
〜
６
４
５
０
円
へ

足
立
区
は
９
月
８
日
開
か
れ
た
足
立
区
地
域

保
健
福
祉
推
進
協
議
会
（
介
護
保
険
専
門
部
会
）

に
、
来
年
度
か
ら
の
弟
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
「
中
間
報
告
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
介
護
保
険
料
を
基
準
月
額
で
現
在

の
月
６
１
８
０
円
か
ら
６
２
５
０
〜
６
４
５
０

円
へ
と
引
き
上
げ
る
値
上
げ
案
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
は
今
で
も
高
す
ぎ
る

保
険
料
を
さ
ら
に
引
き
あ
げ
て
高
齢
者
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
も
の
で
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

上
げ
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る

足
立
区
の
介
護
保
険
は
３
年
前
の
時
、
値
上

げ
し
す
ぎ
て
現
在
は
お
金
が
余
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
保
険
料
を
値
上
げ
し
な
く
て
も
十
分
や
っ

て
い
け
ま
す
。

ま
た
、
政
府
与
党
の
自
民
党
は
公
費
負
担
の

引
き
上
げ
を
公
約
し
ま
し
た
が
ま
だ
実
行
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
「
公
約
」
が
実
行
さ
れ
れ
れ
ば
保
険
料

の
値
上
げ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
声

を
上
げ
て
値
上
げ
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

安
倍
政
権
下
で
改
悪

負
担
増
・
給
付
減

東
京
都
は
９
月
２
０
日
、
来
年

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
、
一
人
当
た
り
１
・
３
倍

に
な
る
と
の
「
試
算
」
結
果
を
、

都
国
保
運
営
協
議
会
（
運
協
）
に

示
し
ま
し
た
。

「
都
道
府
県
で
保
険
料

上
が
る
」
の
指
摘
通
り

日
本
共
産
党
は
国
保
の
広
域
化

（
都
道
府
県
化
）
で
国
保
料
は
大

幅
に
上
が
る
と
指
摘
し
て
き
ま
し

た
が
そ
の
通
り
の
試
算
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

国
の
負
担
増
や
し

都
も
独
自
補
助
行
え

今
回
の
試
算
は
国
保
「
広
域
化
」

が
め
ざ
す
「
法
定
外
繰
入
れ
無
し
」

の
場
合
で
２
０
１
５
年
一
人
あ
た

り
11
万
２
８
８
１
円
だ
っ
た
保
険

料
が
14
万
４
３
９
１
円
に
な
り
ま

す
。今

で
も
高
す
ぎ
る
国
保
料
は
値

上
げ
ど
こ
ろ
か
値
下
げ
す
べ
き
で

す
。
国
保
の
安
定
的
運
営
を
う
た

う
国
が
も
っ
と
財
政
負
担
を
行
う

べ
き
で
す
。
ま
た
都
が
国
保
へ
の

独
自
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
自
治
体
の
法

定
外
繰
入
れ
も
し
て
保
険
料
負
担

を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

許
せ
な
い
！
介
護
保
険
料

足
立
区
が
値
上
げ
の
案
を
報
告

後期高齢者医療保険料
７５５４円値上げ案

示される


